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平成28年度第２回 富山県環境審議会 野生生物専門部会 議事録 

 

１ 日  時  平成 28年 12月 15日（木）９:30～11:30 

２ 場  所  富山県民会館 702号室 

３ 審議事項 

（１）第12次富山県鳥獣保護管理事業計画の策定（案）について 

 

（委員） 

 本文中の自然博物園センターの名称について、ねいの里のほうが一般の人にはわかりやすい。

自然博物園センターがねいの里のことを言っているとわかるように記載したらどうか。 

 

（部会長） 

 ねいの里というのは、県民から公募して決定した。あくまでも愛称にすぎないので、計画に

は括弧書きで記載するように。 

 

（事務局） 

 設置条例では自然博物園センターと記載されており、本計画でも正式な名称を使うことにし

た。しかし、ご意見をふまえ、括弧書きで「愛称：ねいの里」を追記する。 

 

（委員） 

 愛鳥モデル校が生物多様性保全推進モデル校に名称が変わるのであれば、指導内容を鳥獣の

ことに限定せず、鳥獣以外についても指導する書き方に変えたらどうか。 

 

（事務局） 

 ご意見のとおり追記する。 

 

（委員） 

 各種開発行為の際には、専門家の助言・指導を受けるようにとあるが、各種開発行為とはど

のような規模のものか計画内でわからない。 

 

（事務局） 

 県が把握している開発行為について、補足を入れて記載する。 

 

（委員） 

 獣類に対する餌付けの防止について、「また、餌となる果実を置く等の給餌は行わないよう

指導する」と厳しく書いてあるが、これはイノシシのわなをかけるときはどうか。 

 

（事務局） 

 今の意見について、なお書きで、捕獲についての餌を必要最小限にするなど修正をする。 
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（２）第２種特定鳥獣管理計画の策定について 

 ①富山県カモシカ管理計画の策定（案） 

 

（部会長） 

 事務局の説明について、何度か議論しており大きな修正点はないと思うが、意見等あるか。 

  

〔発言する者なし〕 

 

 ②富山県カワウ管理計画の策定（案） 

 

（委員） 

 カワウの有害駆除のときにウミウが獲れてしまうと神奈川県から伺ったことがある。これは

錯誤捕獲になるということで、本県の場合は、ウミウがどのぐらい生息しているのかよく知ら

ないので、検討しておいたほうがよいか伺う。 

 

（委員） 

 常願寺川の中洲にあるコロニーで、何百羽とカワウが集まっているところに、ウミウが入っ

たというのは見たことがなく、あまり考慮する必要はないと思う。 

 

（委員） 

 モニタリングの体制整備・実施と専門調査には何か特別な違いがあるのか。 

 

（事務局） 

 モニタリングと専門調査で、重複している部分を整理して記載する。 

 

（３）第２種特定鳥獣管理計画の策定について 

 ①富山県ニホンザル管理計画の改定（案） 

 

（部会長） 

 ニホンザルの管理については、被害額が減少し、捕獲数は伸びているが、意見等あれば。 

 

〔発言する者なし〕 

 

 ②富山県ツキノワグマ管理計画の改定（案） 

 

（委員） 

 「捕獲した個体は廃棄物処理法の規定によって適切に処理する」の最後に「その他の活用は

認められないので、廃棄物として適切に処理する」というのはいかがなものか。 

 

（事務局） 
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 該当箇所の記載は、錯誤捕獲した場合、その他活用は認められないということである。 

ご意見を踏まえ「廃棄する場合は」という形で、意図が伝わるよう表記を検討する。 

 

 ③富山県イノシシ管理計画の改定（案） 

 

（部会長） 

 近県の捕獲頭数等はわかったが、富山県を入れてもらうと比較が容易にできる。 

 

（事務局） 

 富山県の場合、他の記載と重複になるが、入れるということで修正する。 

 

 ④富山県ニホンジカ管理計画の改定（案） 

 

（部会長） 

 猟友会に伺うが、捕獲は難しいのか。 

 

（委員） 

 狩猟期間に視覚で探すというのは、ある程度雪が降らないと難しい。絶対数が少ないと感じ

るほど出会いが少ない。会員の高齢化が進んでなかなか成果が上がらないというのもある。 

 

（委員） 

 簡単な質問だが、イノシシを含め、銃猟期を延長したり大きな変更があるが、これは、県と

して広報をするのか。 

 

（事務局） 

 来年度、この計画自体を告示する。また、県が狩猟期間の前に広報活動を行っており、その

際に周知する。 

 

（部会長） 

 全体として、生物多様性という文言がよく出てくるが、なぜか自然保護では鳥獣だけをメー

ンとしているように感じる。生物多様性とは、昆虫や植物、その他の動物も含まれる。これら

も今後は必要かと思うがどうか。 

 

（事務局） 

 この計画にも記載しており、魚や植物も希少野生動植物の保護で、我々の所管になって頑張

っている。 

 

（部会長） 

 後日、審議会で審議の結果として、修正した上で口頭報告したいと思う。事務局と私に修正

をお任せいただくということでよいか。 
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（各委員） 

 異議なし 

（了） 


